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昭和 63年 7月豪雨による広島県北西部の土石流災害車
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キーワーズ:現地謁変/降雨/銭面車窓/土五滋/薬企ヰ (IGC:E6) 

1. ;tえがき

昭和 63年 7月20日{水)から 21日(*) 

にかけて広島煤北西部を襲った集中毒苦雨i立、広島

!黒山県郡加計町、戸河内町、および鏑賀村{図 h

l雪量照)を中心に甚大な被容をもたらした。この

言葉閣による被害は広島県消防防災課のまとめによ

れば飽和 63年 8月 15日現;夜、死者 14名.重

軽儀袋 11名、家屋会話題 38棟、家康半壊 20綴、

被容を'受けた家潔 628様、被饗総額 175億円

{土木関f系分 122億円)にも透していふ@なか

でも、土:石流による被害警が大きく、加計町下殿河

内地径の江河 したこ七石減では、

1 0名、家懸念磯 13棟、家鹿半域 12様にもの

ぼる被害撃がでた。このほか、各地で大ノト様々な土

石流が多数発生しており、その会貌は今もって把

握できないほどて命ある@これらの土石若誌のう

その一部については土石流の液頗舗を中心として

現地調査を行ない、土石涜発生の引金となった最

初の斜llii鰯墳がどのような斜閣で、どの様な規模

で起こったのかを明らかにしたので、その結泉を

報告する。

2. 降雨状況

昭和 63年 7月20日9時、日本海南部の低気

圧から朝鮮半島中部にかけて延びていた梅雨被畿

がオホーツタ海高気圧の強まりと共に南下し、こ

れに湿った笠気が入り務総活動が活発化し、 20

日夜半から 21日未明にかけて広島県北商務と島

根県西部を中心に局地約な豪雨となった。加計町
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加計町加計土木事務所

江河内吾川右支渓土石流発生一

図-2 降雨盤

*斜部崩壊および地すべりの予知と対策に関するシンポジウム(昭和 63年 10月}にて一部発表
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図-3 過去の降雨との比較

での雨量は図-2に示すように総降雨量 264

閥、 3時間雨量 127岡田、最大時間雨量 57聞

という記録的な短時間集中豪雨であった.図-

31ま今回の降雨と過去に災害を起こした降雨と

を比較したものであり、この図からも今回の降

雨は過去に例を見ないほどの極めて短時間の集

中豪雨であったことか分かる.図-4は、網干

ら2)がまとめたまさ土地帯における斜面災害と

降雨状況の関係国に今回の降雨状況をプロット

したものである.この図から、今関の降雨は大

規模な災害が発生すると考えられるような降雨

であったことが分かる.また、図-5は、今回

の降雨状況を淑尾・鉛崎3)の定義した有効雨量

( RE)と有効雨量強度(IE)を用いて、スネー

ク曲線で描いたものである.大きな被容を出し

た江河内谷}IJで土石涜が起こったと推定される

2 1自の午前2時25分の降雨状況は有効爾最

166閥、有効雨量強度 33聞となり、土石涜

的な大鶏模災害が多発する領域に入っており、
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図-5 梅雨と土石涜の発生状況(瀬尾・船崎3)に加筆)

実情と良く一致している.従って、この図のよ

うに災害発生の危険度を雨震と雨量強度の関係より推定すれば、土石涜の発生時期をある程度予測すること

ができ、避難時織を決定するのに利用することができると考えられる.ただし、図中の危険度を示す曲線が

予測の適否を支配しているので、この曲鰻はその地域の特性を考慮して慎重に決める必要がある.さらに、

この留は基本的に単一の降雨を対象として考案されたものであるため、複数の降雨や多量の先行雨量を伴う

降雨に対しては、何等かの修正を行う必要がある.

3.江河内谷JIIにおける土石涜

( a )地形，地質的背景

江河内谷川!は、太田mの支涜であり、さらに 2つの支涜に分かれている.今回の土石涜によって大きな被

害が出たのは右支渓である.右支渓は対 ir河内地区の土石涜扇状地を流下し、再び滝を伴う狭搾地形都を涜

。，u
F
h
u
 



昭和田年 7月豪雨による広島県北西部の土石流災害

写真一 1 土石涜による被害の出た上場・下纏地区

下し、上堀・下堀地区の平坦都に至り(写真一 1参照)、

太田}IIに注いでいる.太田}IIの標高は約 200mで、付近

の山地部のそれは 700~800mで、額高差はち OO~

600mである.

写真一 2 江河内谷川右支渓における

土石涜の涜下跡

この地区では基盤岩として広島型粗粒黒雲母花陶器が広く分布し、局部的にはヒン岩岩脈が認められる.

全般的に亀裂は規則的に発達しており、おおよそ水平、 NE、そして NWの3方向が特に顕著である.粗粒

隷雲母花鍋岩は、谷沿いにおていは比較的均一・硬質で、弱風化のCL~CM(軟岩)から比較的堅硬なC

Hクラス{中硬岩)が多く認められる.強風化花樹岩、いわゆるまさ土は、山腹斜面では比較的薄いが、山

頂、および尾根付近の比較的平坦都ではかなり厚く、今回の土石涜はこの付近の崩壊がその発端となってい

る.また、山地谷部には、大小様々の転石を含む砂磁主体の獲量量が堆積している.
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昭和163年 7月豪雨による広島県北西部の土石流災害

1ち、平均燦壌j事1， 0 r位、傾斜角 3る@である。土銭的には、表面に原さ約， 3mの軍事食二七があり殉

その下に Ncく 1 の務総灰色めまきことが約()胸 8m ;J[)り、諮らに穏1425誕祭母才!:陶器の滋懲岩となっているの

球式:、!;ffi-7 c に示すよ行に地裁閣から約 1. 0 fl1滋起をでNcが急増しており、この部分がまちこ七と滋

襲撃穏との境界蕗に税務し、すベワ!怒となゥてこれよりよ訴のiiイヒ残務一七が綴壊していると移ムえられる。長話完議

土砂i立、下方のイl;l況が'1 ち。の斜溺4こ綴約 1'5 m &')綴状流銘を作り 5震でしており、この部分で土石流釣?な設置

れになったものと考えられる 3

<FJ、友支j突の溺壌の議長上部は、綴 7m.，毛さ 2m、綴斜角約 35 ~でお文議とほぼ問機て?あるが、平

均鰯壌療がり aSH1 とおfヨ主主義にt!::ぺて簿い。:士z慎重約には、 争議j死イ誌の強請主化めまさ jニで、 殺j替に?響く草野;役二七:fr

採っている。鰯書覇地の下;別立、匁語l3 句、語事高主主:約4O1'nの議鐙性縫綴物からなる斜砲で齢、この部分に綴

約 m 流識が形成されてい

4 段/谷川におけるゴヒお液

( a ) fffl形恥 f監察的背援

度主ノ谷)11は、 iI湾内総JiIのl阪東約 3.5 ~こ-(JJ愛し、

;太出♂〕文流である部之採J!I山際都館賞材中簡潔地区

沼之fJ-'[で涜れ込む文主誌である。出之駁JIIと太郎liIの合流

地点jJ，標高約 l4 i院で、iI河内谷と :kIII Jilめ会寄託

金銭点より河遜挺磯ふこして約 10 日、標高廷にしてる m

ア流にある@蛇/努jl!i止、この合流域点より約 20 m 

よ淡にあり、 付近のllJ生後音昔話う喜義務はβo~，ア o mで、

!勾演説と谷底部の総議主査は4'5 ~5 '3 mて'ある。

主主/谷JíI~域に:分布する 2基盤it!l繁 i止、頭部から'*'語z

i絡にかけて中世代に議入したJ;t;:長亀裂花関誌が分布し、r.t

滋械から下流域にか11ではオ JI->'フ Jレスイヒした王宮 i世代

の総務総{士、として主主務}が分布している。

(tけ土石流発生校3i，

絞/谷JIIi議織では、商 '-8および写真 ちに示すよう

に変るところで斜関脇壊が費量生しており、それらはそれ

ぞれの文渓安土石識となって蛇/谷川に流

れ込J弘、問之尻JIIまで滋下している@土右

滋のj摩頭部i止襟議 620胞にあり、土石流

は悶え筑)11;まで額商議最古 480m、

動距離約 1，5k踊を流下し、 E目玉と成地区に

主要E霊全壊 2筏、学語審 2棟、床上・床下潟水

ら機にちのぼる被害撃をもたらした，間之尻

JiIとの合流地点より 3ちの m上告誌には砂防

ダム{議d8，0 m，議長 2 ，3 m)があ

ヮたが、 j荷砂状態になっ、こ土石流lt'停止さ

せることは匂できなかった。写真司 6に-jf;す

ように土石流め滋下議事i止、ほ披露経:伏線と

令っているが、勾配め緩やかな部分には l

m前後の畿を含んだ土砂や滋:木が残存して

いるの

-55ー
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写真-5 蛇/谷川金策
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昭和日3年 7月豪雨による広島県北西部の土石流災害

(号)澱録音告の状況

の発端となった

tも

ら下淡主義にか

3 5 

かけてのまヰ磁の3車線質主演は花機器マあり、こ

の書事分でのi綴壌は幻;河内空事ど:問機に山頂お

よび溶様子.j')lIの乎遡費目とu.!燦*'t磁との境界付

近'?~~起こり、比較的厚い綴i 化残務土)習が綴機

写真 -7 (> 総/谷川における土石流の淡下議事

て~)る。

写真司 7、写真… 8、および図-は、図

-8:こ示したJ土石流内海空費毒事の様子を示した

もめである@録上織の綴者間』立、縞 7m.匂Iled

1りm、平均崩壊原1.5 m、機鋭角約 35鴫

と捻定きれる。 ゴニ官費約には、表言語に軟弱な腐

食ニと腐が 3Q---50c酷あり、 その下に N く

1 の2まさ jこj欝が約 1m紛後あり、議皇室認め

花臓器と緩いている ψ 図 c)に示した

ように簡易裁入試験結擦と溺綾言葉~と佼比較

すれば今関は N く1.0の腐食士、およびま

きことの悪品化残務土!績が封建壊し、 主基盤整務との瀦

界衡が事ぺり溜となったと考えられる。

ち"今怒1のこt1i淡の特徴

番電波館所も少なく明磯な結論付けはできないが、今回発生

した土石流の特徴を持事長誌にまとめれば以下のようになる。

{ 1 今溜の事官閣は、間-3に示すように極めて短時間での

草案中葱F閣でsあり、図-4、および図 -5に示すように

まさ土斜僚の脳機、および二t石流によって火災容が発

生ずるとう替えられるような規撲のものであった。

( 2 )まさ二t鋭意査における土石読を引き起こした源頭部の崩

尊重i立、その:大半カ'{I.U頭、および尾機付近から発生して

いる。

( 3 )この滅頭部の崩壊は、図--1 0に示ずように斜面勾配

に対して崩壊懸厚がかなり厚く也綾初の斜E首鼠壌で比

較的大量まの土砂が崩落したものと;考えられる@そして、

これがその後の大きな土石流を引き起こしたー閣でも

あると考えられる@なお、図-1 0は網干， )が数百件

のまさ土自然斜面における表層すべり裂の斜函勾配と

崩壊}覆患の関係をまとめたものである@
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( 4 )今回調査じた土石流の滋頭部は、樹紛

の若い人工林に集中しており、自然林

で崩壊が始まったものはほとんど見あ

たらなかった.北村ら S人および難波8!}

は、伐採・植樹後ラ ~20 年の人工体ι

で最も崩壊が起こり易くなると述べて

いるが、今回の崩壊館所もこの範留に

入っている。

6. あとがき

以上、昭和 63年 7月豪雨によって生じた

広島県北務郊の土石涜災害に関して、土石流

を引き起こした降雨状況、および土石流の発

育園・中ノ堂・森脇・低引

図 1 0 まさ土斜童話の斜面勾配と崩壊層厚

(網干"に加主義)

生状況等を報告するとともに、土石流の源頭部の状況についても現地調査を行い、その特徴を明らかにした。

この結果は、直ちに今後の土石流発生の予測と防止、あるいは発生した土石流の停止に利用できるというも

のではないが、避難時期や防災施設の規模を決定する際に少しでも利用されたら、幸いである。

最後に、今聞の調査報告をまとめるに当たって資料Jの提供やその他に便宜を計って戴いた広島無土木建築

部加計土木建築事務所、技術管理謀、砂防裁、〆および広島県土木協会の皆様に摩くお礼申し上げます，また、

現地調査を手伝って裁いた復建調査設計(株)地質調査部の諸兄、および広島大学の学生諸震に深く感謝致

じます。
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